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32)  松村健太．スマートフォン血圧推定と，その背景となる可視光容積脈波計測（シンポジウム）．第 36 回日本生理心

理学会大会；2018 May 26-27；福岡． 

 

◆ その他 
1) 稲寺秀邦．過重労働と健康管理について．平成 29 年度富山労働局職員研修 富山労働局；2018 Jan 17；富山． 
2) 稲寺秀邦．健康障害及びその予防措置に関する知識．石綿作業主任者技能講習 建設業労働災害防止協会富山県支

部；2018 Jan 18；富山． 

3) 稲寺秀邦．産業看護職に贈るエール．とやま産業看護ニュース 富山県産業看護研究会．2018；1． 
4) 稲寺秀邦．松島教授のご退官によせて．松島綱治教授退任記念誌 松島綱治教授退任記念誌刊行委員会．2018 Mar：

80． 
5) 稲寺秀邦．私たちの職場「富山大学医学部公衆衛生学講座」．-富山県内の産業保健活動とともに- 日本産業衛生学会

北陸甲信越地方会ニュース．2018 Mar；2：5． 
6) 稲寺秀邦．安全ノート-快適な実験を行うために-（分担執筆）．第 6 版第 6 刷．富山大学発行．2018 Apr． 
7) 稲寺秀邦．子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）から分かったこと．平成 30 年富山県在宅保健師

らいちょう会研修会；2018 May 24；富山． 
8) 稲寺秀邦．子どもの健康と富山の環境．富山市民大学「富山の環境の未来を学ぶ」；2018 Jun 7；富山． 
9) 稲寺秀邦．過重労働と健康．富山産業保健総合支援センター 産業保健セミナー；2018 Jun 22；富山． 
10) 稲寺秀邦．熱中症の予防 -職場における対策を中心として-．富山県医師会第４回産業保健研修会 [スキルアップ]；

2018 Jul 19；富山． 
11) 稲寺秀邦．公衆衛生学的観点からみたエコチル調査．平成 30 年度富山市養護教諭研修会；2018 Aug 2；富山． 
12) 稲寺秀邦．水分や塩分 小まめに補給を 県や専門家注意呼び掛け．北日本新聞朝刊囲い記事．2018 Aug 23． 
13) 稲寺秀邦．ドライバーの健康管理．平成 30 年度過労死等防止・健康起因事故防止対策セミナー 全日本トラック協

会；2018 Aug 24；富山． 
14) 稲寺秀邦，浜崎 景，屋敷香奈．富山県下の事業場における産業保健の現状と課題に関する調査研究．平成 30 年度
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富山県産業医会第 1 回研修会；2018 Aug 24；富山． 
15) 稲寺秀邦．職場のストレス対策．富山産業保健総合支援センター 産業保健セミナー；2018 Sep 27；富山． 
16) 稲寺秀邦．編集後記．日衛誌．2018；73(3)：421． 
17) 屋敷香奈，浜崎 景，稲寺秀邦．富山県下の事業場における産業保健の現状と課題に関する調査研究．平成 29 年度

調査研究報告書．2018 Sep． 

18) 稲寺秀邦．職場のストレス対策．富山産業保健総合支援センター 産業医研修会；2018 Oct 16；富山． 
19) 稲寺秀邦．子どもの健康と環境．福井大学大学院セミナー；2018 Nov 2；福井． 
20) 稲寺秀邦．労務担当者が知っておくべき過重労働対策．砺波労働基準監督署；2018 Nov 22；富山． 
21) 稲寺秀邦．富山医療学（富山大学医学部 4 年生講義）．医報とやま．富山県医師会．2018 Dec 1；No.1708：15． 
22) 稲寺秀邦．働き方改革と労働者の健康確保．富山産業保健総合支援センター 産業医研修会；2018 Dec 4；富山． 
23) 松村健太，笠松春花，𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽

の特徴-．とやま小児保健．2018；16：6-7． 
24) 𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽 景，稲寺秀邦，大西一成，黒沢洋一，中山健夫．黄砂が小児の

目・鼻・呼吸器の症状に与える影響（エコチル調査追加調査より）．とやま小児保健．2018；16：8-9． 
25) 田中朋美．富山県内の小児科におけるてんかん治療の現状．Epilepsy Symposium；2018 Jan 11；富山． 

26) 田中朋美．てんかんについて．平成 29 年度富山県障害児保育研修；2018 Mar 2；富山． 

27) 田中朋美．富山大学附属病院結節性硬化症診療チームの取り組み．障がい児医療を考える会 in TOYAMA～病診連携

について～；2018 Nov 30；富山． 
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